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コメント 

 光を透過しない金属に対する凝固過程のその場観察は、凝固の研究者

ばかりか材料を扱う技術者にとっても重要な技術の一つである。応募者

は、強力な放射光と巧みな実験技術の組み合わせにより鉄をはじめとし

た金属の２次元＋時間変化（３次元）的な凝固組織の観察に成功してき

た。 
 本研究は、その技術を３次元＋時間変化（４次元）の凝固組織観察に

発展させるとともに、凝固偏析や結晶方位に関する知見を得ることによ

り、各種金属の凝固組織の形成機構を解明する。 
応募者は、この分野において既に世界の先端を走っているが、この研

究により更なる飛躍的な発展が期待できることから、基盤研究（Ｓ）と

して採択すべき課題であると判断した。 
 

 


